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役 務 名  1      740号 建物自動ドア′点検保守等役務

図 面 番 号 図 面 名 称

1//5 仕様書 (1)

2//5 仕様書 (2)

3//5 仕様書 (3)

4//5 位置図・案内図0配置図

5//5 平面図0建具表

童
日



童
日様仕

1 件名
740号 建物自動 ドア点検保守等役務

2 実施場所
千葉県木更津市吾妻地先 陸上自衛隊木更津駐屯地内
740号 建物

3 実施概要
自動 ドアの点検保守  1台

4 -般 事項
(1)本仕様書及び図面等は、「740号建物自動 ドア点検保守等役務」について必要な事項を規定する。

(2)本仕様書及び図面に記載のない事項については、建築保全業務共通fLa書 「国土交通省営繕部監修 (平成
30年版)」 による他、関係諸基準及び、関係法令並びに官側の指示による。

(3)本仕様書の記載事項に疑義を生じた場合は、官側と協議すること。

(4)現場の納まり及び取り合わせ等により軽微な変更の必要性が生じた場合は官側と協議し、その指示により
実施する。ただし、原則として請負金額の増減、納期の延長はしないものとする。

(5)設計図書に示された機能及び目的を完全に満たし実施に当たつて当然必要と思われる事項は、官側の指示
を受け請負業者の責任において実施すること。また、作業中在来部分等に損傷を与えた場合は、請負業者の

責任において復旧を実施するほか、それに伴う損害を補償しなければならない。

(6)本役務は「エネルギーの使用の合理化に関する法律 (昭和54年法律第49号 )」 、「地球温暖化対策の
推進に関する法律 (平成 10年法律第 117号 )」 に基づき、効率的な省エネ施策及び温室効果ガス排出総
量の削減対策を立案し提示する。 (様式随意)を適用する。

(7)請負業者は現場代理人を指名し、関係諸法令に従い本役務の施工計画の作成、工程管理、品質管理及び作
業に従事する者の技術上の指導監督を行うと共に、常に整理整頓を行い、特に危険箇所の点検を行う等の事

故防止に努めること。なお、災害等は請負業者が自らその責を負うこと。提出書類は全て官側が示す規格、

様式により作成し、契約後速やかに提出する。

(8)本役務において、請負業者が役務従事者との下請負契約を実施する場合は、契約後速やかに施工体制台帳
を提示し、官側の確認を得ること。また、官側より是正を求められた場合は速やかに是正し、再提示するこ

と。なお、日本人就労者を基準とするが、外国人就労者を作業に従事させる場合は官側より指示された書類

を提出の上、官側からの許可を得た後作業に従事させること。

(9)本件の納期は、土曜日、日曜日、及び祝日は原則作業不能日とするが、官側の指示による。また、開庁日
の作業時間は原則として0815か ら1700ま でとする。

(10)許可を受けていない場所への立ち入りは、厳禁とする。立ち入りの際に事前に許可が必要な場所に立ち入
る際は官側の指示に従う。また、カメラ以外の可搬記憶媒体について、持ち込む場合は事前に官側の許可を

得ること。

(11)作業写真は着手前、完了後、隠ぺいとなる箇所、材料検査、主要な役務段階の実施状況、その他官側の指
示により計測等を実施した箇所を撮影すること。また、完了検査前に速やかに原版と共に整理し提出するこ

と。

(12)作業に必要な電気・水道は、原則として請負業者の負担により発電機及び給水タンク等を設置する。やむ
を得なく官側の施設を使用する場合は有償とし、請負業者の負担によリメーターを設置する。その場合の支

払い方法は別に示す。

(13)使用材料は、仮設材料を除きすべて新品とし、JIS並びに各種公共工事標準仕様書に示す規格に適合し
たもの及び「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律 (グリーン購入法)を標準とし、現場に搬
入後、官側の検査を受け合格したものを使用すること。適用品以外の物を使用する場合は事前に官側と協議
を行う。また、図面や承認が必要なものや支給品は特記で示す。色の選定は官側の指示による。

(14)本役務により発生した発生材のうち、金属類等有価物については、指示された場所に搬入 。集積し、調書
と共に官側へ引き継ぐものとする。その他発生した産業廃棄物等は、請負業者の責任において合規適正に処
理するさなお、産業廃棄物に関しては、マニフェスト (A票、E票)の写し、一般廃棄物については処分状
況がわかるものの写し(計量表など)を納期内に提出する。



5 特記事項
(1)共通事項
ア 点検内容及び周期は点検保守内容‐覧表に基づき実施し、必要に応じて保守その他の処置を
実施すること。
イ 測定を行う点検は、定められた測定機器又は当該事項専用の測定機器を使用すること。
ウ 点検項目又は点検内容の対象となる部分がない場合には、点検を実施することを要さないが、
その旨を官側介報告すること。
工 保守の範囲は、下記のとおり実施すること
。汚れ、詰まり、付着等がある部品又は点検部の清掃
・取付不良、作動不良、ずれ等がある場合の調整
。ボル ト、ねじ等で緩みがある場合の増締め

・消耗品部品 (潤滑油、グリス、充填油等、パッキン、ガスケット、Oリ ング類、精製水、官
給品支給によるランプ類・ヒューズ類、)の交換又は補充
・接触部分、回転部分等への注油
・軽微な損傷がある部分の補修
。その他これらに類する軽微な作業

オ 異常を発見した場合には、異常が確認された際は原因の追究を実施し、修理に係る見積と報
告書を書面にて提出すること。

力 点検保守対象部分以外であつても、異常を発見した場合には、官側に報告すること。
キ 点検の結果、対象部分に脱落 、落下又は転倒の恐れがある場合、また、継続使用することに
より著しい損傷又は関連する部材・機器等に影響を及ぼすことが想定される場合は、簡易な方法
により応急措置を講じるとともに、速やかに官側に報告すること。

ク 契約期間内に異常等が発生した場合、無償にて原因の追究及び、修理に係る見積と報告書を
書面にて提出すること。

(2)機器一覧表
建 物 名 称 設置場所 台数 規 格

740号建物 1階 正面玄関 ム
ロ

両袖付ステンレス製両引き自動 ドア

NABCO製  外部用
Wl,800× H2,000

点検保守内容一

点検内容 点検項目

1.ドア・サッシ ①ドア本体の傷、さび、腐食及び汚れの有無を点検す
る。
②自動ドア表示ステッカー、警告ラベルの有無を点検
する。
③ドア本体作動時の異常音の有無を点検する。
④ドアと無目の隙間が適正であることを確認する。
⑤全閉時戸先隙間又はドアと床面の隙間が適正である
ことを確認する。
⑥ドアと中間方立及びガイドレールの隙間が適正であ
ることを確認する。
⑦無目点検カバーの取付状態を点検する。

3M
3M
3M
3M
3M

3M

3M

2.懸架部 ①吊戸車、ハンガーレールの汚れ、磨耗及び損傷
②ハンガーレールの取付け状態
③吊戸車及びストッパーの取付け状態

3M
3M
3 Ⅳl

3.動力部 。作動部 ①手動開閉の動作確認及び異常音の有無を点検する。
②エンジンの取付状態を確認する。
③防振ゴムの変形の有無を点検する8
④従動プーリーの取付状態を点検する。
⑤ベルト、チェーン、フイヤの張り、摩耗及び取付状
態を確認する。

3M
6h/1

6M
6M
6 ⅣI



点検保守内容一覧表

3M:点検周期 3ヶ 月  6M:点 検周期 6ヶ 月  lY:点 検周期 1年

び開放タイマーの時間
行速度の状態を点検する。
ドア位置検出スイッチの取付状態を点検する。
スイッチの作動状態を点検する。
御装置の取付状態を点検する。

5.センサー ンサー、補助センサーの取付状態を点検する。
ンサー及び補助センサー検出面の汚れの有無を点
検する。
③タッチスイッチ及び併用センサーの作動状態を点検
する。
④マットスイッチの変形及び亀裂の有無を点検する。
⑤マットスイッチυF水日のごみ詰まりの有無を点検す

3M
3M

3M
6M
lY

②電線の支持、接続状態及び被膜の亀裂の有無を点検
する。
③絶縁抵抗を測定し、その良否を確認する。
④電源電圧測定し、その良否を確認する。

①ガイドレールヒーターが設置されている場合は、作
動状況を点検する。

(4)点検時期・周期
ア 点検周期 3ヶ 月 :6月 。9月 。12月・ 3月
イ 点検周期 6ヶ月 :6月 。12月
ウ 点検周期 1年  :6月
工 点検周期の変更等がある場合は、別途調整すること。
オ 点検時期は当該月第 3火曜日を基準とし、変更がある場合は 2週間前までに官側へ連絡し、
指示に従うこと。              ′

3M
3M
3M
3M

li¥
1lY
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740号建物自動 ドア点検保守等
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仕 様

役 務 名  1      762号 建物自動ドア′点検保守等役務

図 面 番 号 図 面 名 称

1//5 仕様書 (1)

2//5 仕様書 (2)

3//5 仕様書 (3)

4//5 位置図・案内図・酉己置図

5//5 平面図0建具表
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仕 様 童
自

1 件名
762号 建物 自動 ドア点検保守等役務

2 実施場所
千葉県木更津市吾妻地先 陸上自衛隊木更津駐屯地内

762号 建物

3 実施概要
自動 ドアの点検保守 4台

4 -般 事項
(1)本仕様書及び図面等は、「762号建物自動 ドア点検保守等役務」について必要な事項を規定する。

(2)本仕様書及び図面に記載のない事項については、建築保全業務共通仕様書「国土交通省営繕部監修 (平成
30年版)」 による他、関係諸基準及び、関係法令並びに官側の指示による。

(3)本仕様書の記載事項に疑義を生じた場合は、官側と協議すること。

(4)現場の納まり及び取り合わせ等により軽微な変更の必要性が生じた場合は官側と協議し、その指示により
実施する。ただし、原則として請負金額の増減、納期の延長はしないものとする。

(5)設計図書に示された機能及び目的を完全に満たし実施に当たつて当然必要と思われる事項は、官側の指示
を受け請負業者の責任において実施すること。また、作業中在来部分等に損傷を与えた場合は、請負業者の

責任において復旧を実施するほか、それに伴う損害を補償しなければならない。

(6)本役務は「エネルギーの使用の合理化に関する法律 (昭和 54年法律第49号)」 、「地球温暖化対策の
推進に関する法律 (平成 10年法律第 117号 )」 に基づき、効率的な省エネ施策及び温室効果ガス排出総
量の削減対策を立案し提示する。 (様式随意)を適用する。

(7)請負業者は現場代理人を指名し、関係諸法令に従い本役務の施工計画の作成、工程管理、品質管理及び作
業に従事する者の技術上の指導監督を行うと共に、常に整理整頓を行い、特に危険箇所の点検を行う等の事
故防止に努めること。なお、災害等は請負業者が自らその責を負うこと。提出書類は全て官側が示す規格、
様式により作成し、契約後速やかに提出する。

(8)本役務において、請負業者が役務従事者との下請負契約を実施する場合は、契約後速やかに施工体制台帳
を提示し、官側の確認を得ること。また、官側より是正を求められた場合は速やかに是正し、再提示するこ
と。なお、日本人就労者を基準とするが、外国人就労者を作業に従事させる場合は官側より指示された書類
を提出の上、官側からの許可を得た後作業に従事させること。

(9)本件の納期は、土曜日、日曜日、及び祝日は原則作業不能日とするが、官側の指示による。また、開庁日
の作業時間は原則として0815か ら1700ま でとする。

(10)許可を受けていない場所への立ち入りは、厳禁とする。立ち入りの際に事前に許可が必要な場所に立ち入
る際は官側の指示に従う。また、カメラ以外の可搬記憶媒体について、持ち込む場合は事前に官側の許可を

得ること。

(11)作業写真は着手前、完了後、隠ぺいとなる箇所、材料検査、主要な役務段階の実施状況、その他官側の指
示により計測等を実施した箇所を撮影すること。また、完了検査前に速やかに原版と共に整理し提出するこ

と。

(12)作業に必要な電気・水道は、原則として請負業者の負担により発電機及び給水タンク等を設置する。やむ
を得なく官側の施設を使用する場合は有償とし、講負業者の負担によリメーターを設置する。その場合の支
払い方法は別に示す。

(13)使用材料は、仮設材料を除きすべて新品とし、JIS並びに各種公共工事標準仕様書に示す規格に適合し
たもの及び「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律 (グ リーン購入法)を標準とし、現場に搬
入後、官側の検査を受け合格したものを使用すること。適用品以外の物を使用する場合は事前に官側と協議
を行う。また、図面や承認が必要なものや支給品は特記で示す。色の選定は官側の指示による。

(14)本役務により発生した発生材のうち、金属類等有価物については、指示された場所に搬入・集積し、調書
と共に官側へ引き継ぐものとする。その他発生した産業廃棄物等は、請負業者の責任において合規適正に処
理する。なお、産業廃棄物に関しては、マニフェスト (A票、E票)の写し、一般廃棄物については処分状
況がわかるものの写し(計量表など)を納期内に提出する。

762号 建物自動 ドア点

6年 3月 8日



5 特記事項
(1)共通事項
ア 点検内容及び周期は点検保守内容一覧表に基づき実施し、必要に応じて保守その他の処置を
実施すること。

イ 測定を行 う点検は、定められた測定機器又は当該事項専用の測定機器を使用すること。
ウ 点検項目又は点検内容の対象となる部分がない場合には、点検を実施することを要さないが、
その旨を官側へ報告すること。
工 保守の範囲は、下記のとおり実施すること
。汚れ、詰まり、付着等がある部品又は点検部の清掃
。取付不良、作動不良、ずれ等がある場合の調整
。ボル ト、ねじ等で緩みがある場合の増締め

・消耗品部品 (潤滑油、グリス、充填油等、パッキン、ガスケット、Oリ ング類、精製水、官
給品支給によるランプ類・ ヒューズ類、)の交換又は補充
・接触部分、回転部分等への注油
。軽微な損傷がある部分の補修
。その他これらに類する軽微な作業

オ 異常を発見した場合には、異常が確認された際は原因の追究を実施し、修理に係る見積と報
告書を書面にて提出すること。
力 点検保守対象部分以外であつても、異常を発見した場合には、官側に報告すること。
キ ′点検の結果、対象部分に脱落 、落下又は転倒の恐れがある場合、また、継続使用することに
より著しい損傷又は関連する部材・機器等に影響を及ぼすことが想定される場合は、簡易な方法
により応急措置を講じるとともに、速やかに官側に報告すること。   ,
ク 契約期間内に異常等が発生した場合、無償にて原因の追究及び、修理に係る見積と報告書を
書面にて提出すること。

(2)機器一覧表
建 物 名 称 設置場所 台数 1    規    格 部品交換

762号建物

1階 正面玄関 2台
両袖付ステンレス製両引き自動 ドア
三和シヤッター製 外部用
W2,000× H2,100

無ロセンサー (最外側 )
OA-220V l組 (同

等品以上)

1階 Jヒ側出入口 2台
ステンレス製片引き自動 ドア
三和シヤッター製 外部用
W915× H2,300

点検保守内容一覧表

1.ドア・サッシ

2. 吊戸車、ハンガーレールの汚れ、磨耗及び損傷   lM
②ハンガーレールの取付け状態           3M    I
③吊戸車及びストッパーの取付け状態 3M   I

3.動力部・ 認及び異常音の有無を点検する。 13M
②エンジンの取付状態を確認する。          6M
③防振ゴムの変形の有無を点検する。         6M
④従動プーリーの取付状態を点検する。       16M
⑤ベルト、チェーン、フイヤの張り、摩耗及び取付状 16M    I
態を確認する。

、さび、腐食及び汚れの有無を点検す 13M
る。                   3M
②自動ドア表示ステッカー、警告ラベルの有無を点検 13M
する。                   3M
③ドア本体作動時の異常音の有無を点検する。    3M
④ドアと無日の隙間が適正であることを確認する。
⑤全閉時戸先隙間又はドアと床面の隙間が適正である 13M
ことを確認する。
⑥ドアと中間方立及びガイドレールの隙間が適正であ 13M
ることを確認する。
⑦無目点検カバーの取付状態を点検する



点検保守内容一覧表
点検内容 点検項目 点検周期
4.制御装置 ①開閉速度及び開放タイマーの時間を点検する。

②徐行速度の状態を点検する。
③ドア位置検出スイッチの取付状態を点検する。
④電源スイッチの作動状態を点検する。
⑤制御装置の取付状態を点検する。

3M
3M
3 Ⅳl

3 NII

3h/1

5.セ ンサー部 ①センサー、補助センサーの取付状態を点検する。
②センサー及び補助センサー検出面の汚れの有無を点
検する。
③タッチスイッチ及び併用センサーの作動状態を点検
する。
④マットスイッチの変形及び亀裂の有無を点検する。
⑤マットスイッチ排水日のごみ詰まりの有無を点検す
ス

Ｍ

Ｍ

３

８

3M
6M
lY

6.電気回路 ①通常開閉動作及び反転動作を点検する。
②電線の支持、接続状態及び被膜の亀裂の有無を点検
する。
③絶縁抵抗を測定し、その良否を確認する。
④電源電圧測定し、その良否を確認する。

3M
6M
lY
lY

7.凍結防止装置 ①ガイドレールヒ‐ターが設置されている場合は、作
動状況を点検する。

lY

3M:点 検周期 3ヶ 月  6M:点 検周期 6ヶ 月  lY:点 検周期 1年

(4)点検時期・周期
ア 点検周期 3ヶ 月 :6月 。9月 ・ 12月 。3月
イ 点検周期 6ヶ 月 :6月 。12月
ウ ′点検周期 1年  :6月
工 点検周期の変更等がある場合は、別1途調整すること。
オ 点検時期は当該月第 3火曜日を基準とし、変更がある場合は 2週間前までに官側へ連絡
指示に従うこと。

し、

762号 建物自動 ドア点

6年 3月 8日
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役 務 名  1      764号 建物自動ドア′点検保守等役務

号

８

図 面 番 号 図 面 名 称

1/5 仕様書 (1)

2//5 仕様書 (2)

3//5 仕様書 (3)

4//5 位置図0案内図0酉己置図

5//5 平面図・建具表



童
自様仕

1 件名
764号 建物自動 ドア点検保守等役務

2 実施場所
千葉県木更津市吾妻地先 陸上自衛隊木更津駐屯地内
764号 建物

3 実施概要
自動 ドアの点検保守 2台

4 -般 事項
(1)本仕様書及び図面等は、「764号建物自動 ドア点検保守等役務」について必要な事項を規定する。
(2)本仕様書及び図面に記載のない事項については、建築保全業務共通仕様書「国土交通省営繕部監修 (平成
30年版)」 による他、関係諸基準及び、関係法令並びに官411の指示による。

(3)本仕様書の記載事項に疑義を生じた場合は、官側と協議すること。

(4)現場の納まり及び取り合わせ等により軽微な変更の必要性が生じた場合は官側と協議し、その指示により
実施する。ただし、原則として請負金額の増減、納期の延長はしないものとする。

(5)設計図書に示された機能及び目的を完全に満たし実施に当たつて当然必要と思われる事項は、官側の指示
を受け請負業者の責任において実施すること。また、作業中在来部分等に損傷を与えた場合は、請負業者の
責任におぃて復旧を実施するほか、それに伴う損害を補償しなければならない。

(6)本役務は「エネルギーの使用の合理化に関する法律 (昭和 54年法律第49号)」 、「地球温暖化対策の
推進に関する法律 (平成 10年法律第 117号 )」 に基づき、効率的な省エネ施策及び温室効果ガス排出総
量の削減対策を立案し提示する。 (様式随意)を適用する。

(7)請負業者は現場代理人を指名し、関係諸法令に従い本役務の施工計画の作成、工程管理、品質管理及び作
業に従事する者の技術上の指導監督を行うと共に、常に整理整頓を行い、特に危険箇所の点検を行う等の事
故防止に努めること。なお、災害等は請負業者が自らその責を負うこと。提出書類は全て官側が示す規格、
様式により作成し、契約後速やかに提出する。

(8)本役務において、請負業者が役務従事者との下請負契約を実施する場合は、契約後速やかに施工体制台帳
を提示し、官側の確認を得ること。また、官lllよ り是正を求められた場合は速やかに是正し、再提示するこ
と。なお、日本人就労者を基準とするが、外国人就労者を作業に従事させる場合は官側より指示された書類
を提出の上、官側からの許可を得た後作業に従事させること。

(9)本件の納期は、土曜日、日曜日、及び祝日は原則作業不能日とするが、官側の指示による。また、開庁日
の作業時間は原則として0815か ら1700ま でとする。

(16)許可を受けていない場所への立ち入りは、厳禁とする。立ち入りの際に事前に許可が必要な場所に立ち入
る際は官側の指示に従う。また、カメラ以外の可搬記憶媒体について、持ち込む場合は事前に官側の許可を
得ること。

(11)作業写真は着手前、完了後、隠ぺいとなる箇所、材料検査、主要な役務段階の実施状況、その他官側の指
示により計測等を実施した箇所を撮影すること。また、完了検査前に速やかに原版と共に整理し提出するこ
と。

(12)作業に必要な電気・水道は、原則として請負業者の負担により発電機及び給水タンク等を設置する。やむ
を得なく官側の施設を使用する場合は有償とし、請負業者の負担によリメーターを設置する。その場合の支
払い方法は別に示す。

(13)使用材料は、仮設材料を除きすべて新品とし、 JIS並 びに各種公共工事標準仕様書に示す規格に適合し
たもの及び「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律 (グ リーン購入法)を標準とし、現場に搬
入後、官側の検査を受け合格したものを使用すること。適用品以外の物を使用する場合は事前に官側と協議
を行う。また、図面や承認が必要なものや支給品は特記で示す。色の選定は官側の指示による。

(14)本役務により発生した発生材のうち、金属類等有価物については、指示された場所に搬入 。集積し、調書
と共に官側へ引き継ぐものとする。その他発生した産業廃棄物等は、請負業者の責任において合規適正に処
理する。なお、産業廃棄物に関しては、マニフェスト (A票、E票)の写し、一般廃葉物については処分状
況がわかるものの写し(計量表など)を納期内に提出する。



5 特記事項
(1)共通事項
ア 点検内容及び周期は点検保守内容一覧表に基づき実施し、必要に応じて保守その他の処置を
実施すること。                                 ,
イ 測定を行 う点検は、定められた測定機器又は当該事項専用の測定機器を使用すること。
ウ 点検項目又は点検内容の対象となる部分がない場合には、点検を実施することを要さないが、
その旨を官側へ報告すること。
工 保守の範囲は、下記のとおり実施すること
。汚れ、詰まり、付着等がある部品又は点検部の清掃
。取付不良、作動不良、ずれ等がある場合の調整
。ボル ト、ねじ等で緩みがある場合の増締め
。消耗品部品 (潤滑油、グリス、充填油等、パッキン、ガスケット、Oリ ング類、精製水、官

.   給品支給によるランプ類 。ヒューズ類、)の交換又は補充
・接触部分、回転部分等への注油
・軽微な損傷がある部分の補修
。その他これらに類する軽微な作業

オ 異常を発見した場合には、異常が確認された際は原因の追究を実施し、修理に係る見積と報
告書を書面にて提出すること。
力 点検保守対象部分以外であつても、異常を発見した場合には、官側に報告すること。
キ 点検の結果、対象部分に脱落 、落下又は転倒の恐れがある場合、また、継続使用することに
より著しい損傷又は関連する部材・機器等に影響を及ぼすことが想定される場合は、簡易な方法
により応急措置を講じるとともに、速やかに官側に報告すること。

ク 契約期間内に異常等が発生した場合、無償にて原因の追究及び、修理に係る見積と報告書を
書面にて提出すること。

(2)機器一覧表
建 物 名 蒻 設置場所 台数 規 格

764号建物 1階 正面玄関 2台
ステンレス製片引き自動 ドア

TERAOKA製  外部用
Wl,230× H2,200

備 考

(3) 保守内容一覧表
点検内容 点検項目 点検周期

1.ドア・サッシ ① ドア本体の傷、さび、腐食及び汚れの有無を点検す
る。           ・
②自動ドア表示ステッカー、警告ラベルの有無を点検
する。
③ドア本体作動時の異常音の有無を点検する。
④ドアと無目の隙間が適正であることを確認する。
⑤全閉時戸先隙間又はドアと床面の隙間が適正である
ことを確認する。
⑥ドアと中間方立及びガイドレールの隙間が適正であ
ることを確認する。
⑦無目点検カバーの取付状態を点検する。

3M
3M
3M
3M
3M

3M

3M

2.懸架部 ①吊戸車、ハンガーレールの汚れ、磨耗及び損傷
②ハンガーレールの取付け状態
③吊戸車及びストッパァの取付け状態

Ｍ

Ｍ

Ｍ

３

３

３

3. 動力部 。作動部 ①手動開閉の動作確認及び異常音の有無を点検する。
②エンジンの取付状態を確認する。
③防振ゴムの変形の有無を点検する。
④従動プーリーの取付状態を点検する。
⑤ベルト、チェーン、ワイヤの張り、摩耗及び取付状
態を確認する。           .

3 ⅣI

6M
6M
6M
6M



′点 容一覧表
点検内容 点検項目 点検周期
4.制御装置 ①開閉速度及び開放タイマーの時間を点検する。

②徐行速度の状態を点検する。
③ドア位置検出スイッチの取付状態を点検する。
④電源スイッチの作動状態を点検する。
⑤制御装置の取付状態を点検する。

3M
3M
3 NI

3M
3M

5.セ ンサー部 ①センサー、補助センサーの取付状態を点検する。
②センサー及び補助センサー検出面の汚れの有無を点
検する。
③タッチスイッチ及び併用センサーの作動状態を点検
する。
④マットスイッチの変形及び亀裂の有無を点検する。
⑤マットスイッチ排水日のごみ詰まりの有無を点検す

Ｍ

Ｍ

３

３

3M
6M
lY

6.電気回路 ①通常開閉動作及び反転動作を点検する。
②電線の支持、接続状態及び被膜の亀裂の有無を点検
する。
③絶縁抵抗を測定し、その良否を確認する。
④電源電圧測定し、その良否を確認する。

3M
6M
lY
lY

7.凍結防止装置 ①ガイドレールヒーターが設置されている場合は、作
動状況を′点検する。

lY

3M:点検周期 3ヶ 月  6M:点 検周期 6ヶ 月  lY:点 検周期 1年

(4)点検時期・周期
ア 点検周期 3ヶ月 :6月・ 9月 。12月 ・ 3月
イ 点検周期 6ヶ 月 :6月 。12月
ウ 点検周期 1年  :6月
工 点検周期の変更等がある場合は、別途調整すること。
オ 点検時期は当該月第 3火曜日を基準とし、変更がある場合は 2週間前までに官側へ連絡し、
指示に従うこと。
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の ⑮
′
§ 19 ② ④ l 0 ⑬



書様仕

1役務件名
水質検査役務
2役務場所                     '
千葉県木更津市吾妻地先 陸上自衛隊木更津駐屯地内
3役務概要
(1)水道法に基づく飲料水水質検査の実施。
(2)排出する汚水の水質検査の実施。
(3)検査結果の報告 (各 2部 )
4-般 事項
(1)本特記仕様書及び図面等は、「水質検査役務」について必要な事項を規定する。

(2)本役務は、本仕様書、図面、国土交通省大巨官房官庁営繕部監修標準仕様書、装備施設本部制定
共通仕様書、建築保全センター発行建築保全業務共通仕様書及び、関係法令、並びに官側の指示
による。

(3)本仕様書の記載事項に疑義を生じた場合は、監督官と協議する。
(4)現場の納まり及び取り合わせ等により軽微な変更の必要性が生じた場合は監督官と協議し、そ
の指示により実施する。ただし、原則として請負金額の増減、納期の延長はしないものする。

(5)本役務により発生した発生材のうち、監督官が指示するものについては、指示された場所に搬
入 。集積し、調書と共に官側へ引き継ぐものとする。

(6)使用材料は、各種公共工事標準仕様書に示す規格に適合したもの及び「国等による環境物品等
の調達の推進等に関する法律 (グ リーン購入法)を標準とし、現場に搬入後、官側の検査を受け
合格したものを使用すること。

(7)請負業者は現場代理人及び主任技術者を指名し、関係諸法令に従い本役務の実施計画の作成、
工程管理、品質管理及び作業に従事する者の技術上の指導監督を行うと共に、常に整理整頓を行
い、特に危険箇所の点検を行う等の事故防止に努めること。なお、本役務による災害等は請負業
者が自らその責を負うこと。

(8)設計図書に示された機能及び目的を完全に満たし、実施に当たつて当然必要と思われる事項は、
官側の指示を受け請負業者の責任において実施すること。また、作業中在来部分等に損傷を与え
た場合は、請負業者の責任において復旧を実施するほか、それに伴う損害を補償しなければなら
ない。

(9)仮設材料以外の材料はすべて新品とし、」IS規格等の適用品とする。これらの適用品以外の物に
ついては、監督官と協議する。

(10)作業写真は着手前、着手後、隠ぺいとなる箇所、材料搬入、主要な作業段階の実施状況、その
他監督官の指示により計測等を実施した箇所の写真を撮影すること。また、役務完了後はすみや
かに原版と共に整理し提出する。

(11)本件の納期は、土曜日、日曜日、及び祝日は原則作業不能日とするが、官側の指示による。
(12)色の選定は官側の指示による。

(13)作業に必要な電気・水道は、原則として請負業者の負担により発電機及び給水タンク等を設置
する。やむを得なく官側の施設を使用する場合は有償として請負業者の負担によリメーターを設
置する。その場合の支払い方法は別に示す。

(14)本役務において、役務受注者が役務従事者との下請負契約を実施する場合は、着手後速やかに
施工体制台帳を提示し、官側の確認を得ること。また、官側より是正を求められた場合は速やか
に是正し、再提示すること。なお、外国人建設就労者を作業に従事させる場合は官側より指示さ
れた書類を提出の上、官側からの許可を得た後作業に従事させること。



5特記事項
(1) 水質検査の検体採取場所は監督官の指示による。
(2) 飲料水水質検査の実施日、項目、回数等は役務実施内容一覧表による。
(3) 汚水水質検査の実施日、回数は役務実施内容一覧表による。
(4) 汚水水質検査の項目は以下のとおりとする。
・ 温度
・ pH
O BOD、
0浮遊物質量
・ n―ヘキサン抽出物質(鉱物油類含有量)
O n一ヘキサン抽出物質(動植物油脂類含有動
・ 沃素消費量                      |

(5) 採水の際には監督官の立会いのもと採水を実施する。





東 京 湾

S=1/N

´ ´́
´‐́
~~‐

一
′_´ _声

二〕、ヽ __´´́
´

西]董距コ〔}=1:10,000

図示のとおり
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